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 要  旨 
最近、研究室レベルであるが、微粒子の作製にレーザアブレーション法が使われるよう
になってきた。溶液に浸したターゲットに集光させたレーザ光を照射することにより溶液中





















素化合物は C の他に O を含んでいることがわかった。 
 
これらの結果から、固－液界面での反応を利用した通常の液相レーザアブレーションと
同様に、気－液界面でのレーザアブレーションによって物質の合成が可能であることが示
された。 
 
 
 
 
